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(57)【要約】
【課題】　湖沼、河川及びダム等の水質改善に際して、
周囲の環境に優しくかつその使用に過大な手間のかから
ない水質改善処理技術の提供を目的とする。
【解決手段】　永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と
、イオン置換材料の天然鉱石と、イオン置換補助材料と
、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔
質鉱石の孔径を拡大する多孔質孔径拡大材料と、凝集補
助材料と、を混合し、温度の異なる２以上の加熱工程を
経てイオン置換して生成される、表面が荷電された水質
改善処理剤１３。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と、イオン置換材料の天然鉱石と、イオン置換補
助材料と、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔径を拡大する
多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と、を混合し、温度の異なる２以上の加熱工程を経
てイオン置換して生成される、表面が荷電された水質改善処理剤。
【請求項２】
　前記天然多孔質鉱石が、クリノプチロライト（ｃｌｉｎｏｐｔｉｌｏｌｉｔｅ）、モル
デナイト（ｍｏｒｄｅｎｉｔｅ）、輝沸石（ｈｅｕｌａｎｄｉｔｅ）、ステラ沸石（ｓｔ
ｅｌｌｅｒｉｔｅ）、エリオン沸石（ｅｒｉｏｎｉｔｅ）、雲母（イライトｉｌｌｉｔｅ
）、バーミキュライト（ｖｅｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、ベントナイト、モンモリロナイト（
ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔｅ）、白雲母（モスコバイト、ｍｕｓｃｏｖｉｔｅ）、ク
ロライト（緑泥石）、セピオライト（Ｓｅｐｉｏｌｉｔｅ）の少なくとも１以上からなる
ことを特徴とする請求項１に記載の水質改善処理剤。
【請求項３】
　前記イオン置換材料の天然鉱石がアルミニウムの水酸化物であるギブサイトであり、前
記イオン置換補助材料がオパール（ｏｐａｌ）であり、前記結合強化材料がカオリンであ
り、前記多孔質孔径拡大材料が真珠岩（パーライト、ｐｅｒｌｉｔｅ）であり、前記凝集
補助材料が苦灰石（ドロマイト、ｄｏｌｏｍｉｔｅ）であることを特徴とする請求項１に
記載の水質改善処理剤。
【請求項４】
　前記イオン置換材料によるイオン置換を、酸性領域で行うことにより前記表面を正電気
に帯電させ、又はアルカリ領域で行うことにより前記表面を負電気に帯電させることを特
徴とする請求項１ないし３のいずれか一項に記載の水質改善処理剤。
【請求項５】
　天然鉱石を原料とする、表面が荷電された水質改善処理剤の製造方法であって、
　永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と、イオン置換材料の天然鉱石と、イオン置換補
助材料と、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔径を拡大する
多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と、を混合、加熱処理してイオン置換を行う第一の
加熱工程と、
　第一の加熱工程よりも高温で更に加熱処理して各材料間の結合を強化する第二の加熱工
程と、
　該第二の加熱工程の後に粉砕処理する粉砕処理工程と、を備えてなる水質改善処理剤の
製造方法。
【請求項６】
　前記天然多孔質鉱石が、クリノプチロライト（ｃｌｉｎｏｐｔｉｌｏｌｉｔｅ）、モル
デナイト（ｍｏｒｄｅｎｉｔｅ）、輝沸石（ｈｅｕｌａｎｄｉｔｅ）、ステラ沸石（ｓｔ
ｅｌｌｅｒｉｔｅ）、エリオン沸石（ｅｒｉｏｎｉｔｅ）、雲母（イライトｉｌｌｉｔｅ
）、バーミキュライト（ｖｅｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、ベントナイト、モンモリロナイト（
ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔｅ）、白雲母（モスコバイト、ｍｕｓｃｏｖｉｔｅ）、ク
ロライト（緑泥石）、セピオライト（Ｓｅｐｉｏｌｉｔｅ）の少なくとも１以上からなる
ことを特徴とする請求項５に記載の水質改善処理剤の製造方法。
【請求項７】
　前記イオン置換材料の天然鉱石がアルミニウムの水酸化物であるギブサイトであり、前
記イオン置換補助材料がオパール（ｏｐａｌ）であり、前記結合強化材料がカオリンであ
り、前記多孔質孔径拡大材料が真珠岩（パーライト、ｐｅｒｌｉｔｅ）であり、前記凝集
補助材料が苦灰石（ドロマイト、ｄｏｌｏｍｉｔｅ）であることを特徴とする請求項５に
記載の水質改善処理剤の製造方法。
【請求項８】
　前記イオン置換材料によるイオン置換を、酸性領域で行うことにより前記表面を正電気
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に帯電させ、又はアルカリ領域で行うことにより前記表面を負電気に帯電させることを特
徴とする請求項５ないし７のいずれか一項に記載の水質改善処理剤の製造方法。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水質の改善に関するものであり、特に河川、湖沼及びダム等の水質改善を目
的とする水質改善処理剤及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、水質改善及び水質浄化の技術は非常に多くのものが開発されており、例えば各種
の排水処理場では物理的、化学的技術と同時に微生物を利用した生物学的技術が広く活用
されている。ところがこのような水質浄化処理技術は、重金属類が高濃度に含まれた廃水
に適用され、所定の排水基準で処理されるため、一般的な用水として使用することは困難
である。
【０００３】
　国内で開発された多くの水質浄化技術は試験室レベルやパイロットテストレベルの技術
にとどまっている場合が多い。また、適用対象の規模が大きい屋外の現場で容易に活用す
るには多くの問題を抱えていて、経済性を論外にしても本格的な実用化には至らない状態
にある。
【０００４】
　特に物理化学的変数が複雑な河川やダムの場合、長期に渡る湛水によって水質が悪化し
、近年、急増する汚染物質によって、安全な飲用水と生活用水の確保が重要な問題となっ
ている。ところが現在、開発されているほとんどの水処理技術は処理施設に流入した水に
ついて、いくつかの段階を経て一定処理を行うだけであり、ダムや湖沼現場での原水自体
の水質を浄化処理するものではない。
【０００５】
　河川、湖沼及びダム等の水処理は、産業施設や各種排水とは異なり、その技術が自然生
態系への安全性を保障することができなければ湖沼等への直接施工が非常に難しく、国内
外でもこのような処理例がほとんどないのが実情である。
【０００６】
　上記要望に対して、湖沼水、河川水、上水および用水等の水質処理技術が開示されてい
る（例えば、特許文献１参照）。この水処理技術は、湖沼水、河川水などに発泡性ゼオラ
イトを散布、軟質化した湖沼水、河川水などに、ゼオライトの有する超微細気孔を置換さ
せて、微細気泡を発生させ、懸濁物質を付着同伴浮上させてなる発泡性ゼオライトを使用
して懸濁物質を浮上させるものである。
【０００７】
　ゼオライトは従来から知られている水中の陽イオンをナトリウムイオンと置換する機能
を有することでアンモニアとその他の陽イオンの吸着性能を発揮し、水中のカルシウム、
マグネシウムも吸着する。その結果、発泡性が向上し、多孔質部分で水　と微細気孔部分
が置換する際にコロイダルガスが生成され、それとともに活性酸化物質からの発生ガスが
重なってより多くのコロイダルエアーが発生する。そのコロイダルエアーが有機物質を含
む懸濁物質に付着し、見掛け比重が水　よりも小さくなった時点で浮上し、懸濁物質の浮
上分離効果が得られるものである。
【特許文献１】特開２００１－１９８５６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】



(4) JP 2010-12411 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

【０００８】
　上記特許文献１に記載の水質処理技術によれば、従来のように水底に堆積させることが
ないのでヘドロ回収船のような大がかりな回収手段を必要としないものであるが、水面に
浮上した懸濁物質を回収する必要がある。湖沼、河川及びダム等の広大な面積を有する場
合には、浮遊した懸濁物質の回収に要する手間は甚大なものとなってしまう。
【０００９】
　本発明は、湖沼、河川及びダム等の水質改善に際して、周囲の環境に優しくかつその使
用に過大な手間のかからない水質改善処理剤の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために本発明が提案するのは、永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉
末と、イオン置換材料の天然鉱石と、イオン置換補助材料と、各鉱石材料を結合する結合
強化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔径を拡大する多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料
と、を混合し、温度の異なる２以上の加熱工程を経て生成される、表面が荷電された水質
改善処理剤である。
【００１１】
　このように永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末を、温度差をつけて加熱し、イオン置
換及び結合強化を行った、表面が荷電された水質改善処理剤であるから、水中で荷電され
ている濁質、金属等を吸着させることができ、さらに凝集して沈降させることができる。
そして多孔質孔径拡大材料により孔径が大きくなるので、バクテリアが多孔質を利用する
ことができる。すなわち凝集沈降後に多孔質は環境中のバクテリアの住居となり、分解処
理されるので水底でヘドロ化することが防止され、湖沼等の底質改善につながることにな
る。
【００１２】
　前記天然多孔質鉱石は、その結晶中に微細孔を持つもので、クリノプチロライト（ｃｌ
ｉｎｏｐｔｉｌｏｌｉｔｅ）、モルデナイト（ｍｏｒｄｅｎｉｔｅ）、輝沸石（ｈｅｕｌ
ａｎｄｉｔｅ）、ステラ沸石（ｓｔｅｌｌｅｒｉｔｅ）、エリオン沸石（ｅｒｉｏｎｉｔ
ｅ）、雲母（イライトｉｌｌｉｔｅ）、バーミキュライト（ｖｅｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、
ベントナイト、モンモリロナイト（ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔｅ）、白雲母（モスコ
バイト、ｍｕｓｃｏｖｉｔｅ）、クロライト（緑泥石）、セピオライト（Ｓｅｐｉｏｌｉ
ｔｅ）の少なくとも１以上からなるものを用いる。なお上記のリノプチロライト、モルデ
ナイト、輝沸石、ステラ沸石、エリオン沸石の総称として適宜「ゼオライト」と総称する
。
【００１３】
　また前記イオン置換材料の天然鉱石は、アルミニウムの水酸化物であるギブサイトであ
り、前記イオン置換補助材料がオパール（ｏｐａｌ）であり、前記結合強化材料がカオリ
ンであり、前記多孔質孔径拡大材料が真珠岩（パーライト、ｐｅｒｌｉｔｅ）であり、前
記凝集補助材料が苦灰石（ドロマイト、ｄｏｌｏｍｉｔｅ）であることが好ましい。
【００１４】
　そして前記イオン置換材料によるイオン置換を、酸性領域で行うことにより前記表面を
正電気に帯電させ、又はアルカリ領域で行うことにより前記表面を負電気に帯電させるよ
うにすることができる。
【００１５】
　天然多孔質鉱石のうち、例えばゼオライトが永久荷電を持つのは、その正四面体構造の
中心であるＳｉ４＋が圧力等によりＡｌ３＋に置き換わることで構造的にマイナス（－）
荷電（永久荷電）を持つことによるものである。そしてイオン置換材としてのアルミニウ
ム鉱石のギブサイトを混ぜ、さらにイオン置換補助材料と、各鉱石材料を結合する結合強
化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔径を拡大する多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と
、を混合する。温度差を設けた加熱により、イオン置換と各鉱石材料の結合強化が図られ
、ナノパウダー状に粉砕処理して生成され、表面が荷電された水質改善処理剤となる。
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【００１６】
　イオン置換を酸性領域で行うことにより、水素イオンが付加されＡｌ（ＯＨ２

＋）３の
状態になり表面が正の電荷を帯びた水質改善処理剤となり、逆にアルカリを添加したアル
カリ領域ではＡｌＯ－となって負の電荷を帯びた水質改善処理剤となる。表面が正の電荷
を帯びた水質改善処理剤は、湖沼等への散布によって負の電荷を帯びた濁質等を吸着し、
凝集沈降させ、表面が負の電荷を帯びたときは正の金属イオン等を吸着、凝集沈降させる
ことができる。
【００１７】
　また本発明が更に提案するのは、天然鉱石を原料とする、表面が荷電された水質改善処
理剤の製造方法であって、永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と、イオン置換材料の天
然鉱石と、イオン置換補助材料と、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔
質鉱石の孔径を拡大する多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と、を混合、加熱処理して
イオン置換を行う第一の加熱工程と、第一の加熱工程よりも高温で更に加熱処理して各材
料間の結合を強化する第二の加熱工程と、該第二の加熱工程の後に粉砕処理する粉砕処理
工程と、を備えてなる水質改善処理剤の製造方法である。
【００１８】
　上記製造方法では、前記天然多孔質鉱石が、クリノプチロライト（ｃｌｉｎｏｐｔｉｌ
ｏｌｉｔｅ）、モルデナイト（ｍｏｒｄｅｎｉｔｅ）、輝沸石（ｈｅｕｌａｎｄｉｔｅ）
、ステラ沸石（ｓｔｅｌｌｅｒｉｔｅ）、エリオン沸石（ｅｒｉｏｎｉｔｅ）、雲母（イ
ライトｉｌｌｉｔｅ）、バーミキュライト（ｖｅｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、ベントナイト、
モンモリロナイト（ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔｅ）、白雲母（モスコバイト、ｍｕｓ
ｃｏｖｉｔｅ）、クロライト（緑泥石）、セピオライト（Ｓｅｐｉｏｌｉｔｅ）の少なく
とも１以上からなるものとする。
【００１９】
　そしてさらに前記イオン置換材料の天然鉱石がアルミニウムの水酸化物であるギブサイ
トであり、前記イオン置換補助材料がオパール（ｏｐａｌ）であり、前記結合強化材料が
カオリンであり、前記多孔質孔径拡大材料が真珠岩（パーライト、ｐｅｒｌｉｔｅ）であ
り、前記凝集補助材料が苦灰石（ドロマイト、ｄｏｌｏｍｉｔｅ）であることが好ましい
。
【００２０】
　また前記イオン置換材料によるイオン置換を、酸性領域で行うことにより前記表面を正
電気に帯電させ、又はアルカリ領域で行うことにより前記表面を負電気に帯電させること
ができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、湖沼、河川及びダム等の水質改善に際して、周囲の環境に優しくかつ
その使用に過大な手間のかからない水質改善処理剤とその製造方法を提供することができ
る。
【００２２】
　天然多孔質鉱石の粉末をイオン置換及び結合強化を行い、表面を荷電させた水質改善処
理剤であるから、水中で荷電されている濁質、金属等を吸着させることができ、さらに凝
集して沈降させることができる。バクテリアが多孔質を利用することができるので、分解
処理により水底でヘドロ化することが防止され、湖沼等の底質改善にもつながることにな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下添付図面を参照して本発明の好ましい実施形態について説明する。図１は本発明に
係る水質改善処理剤の製造方法の一実施形態の工程図、図２は天然多孔質鉱石がイオン置
換される手順を示す概念図であり、（ａ）は水酸化アルミニウムの水酸基がイオン化した
概念図、（ｂ）は天然多孔質鉱石の永久荷電を示す概念図、（ｃ）はイオン置換された天
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然多孔質鉱石粒子の概念図、図３は濁水中の状態を示す概念図であり、（ａ）は負の荷電
状態となっている濁質を示す概念図、（ｂ）はイオン置換された天然多孔質鉱石粉粒子と
その周囲に吸着された濁質の概念図、図４はイオン置換された天然多孔質鉱石粉粒子とそ
の周囲に吸着された濁質が凝集した状態を示す概念図である。
【００２４】
　図１の製造工程図を参照して本発明に係る水質改善処理剤及びその製造方法の概要を説
明する。
【００２５】
　永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と、イオン置換材料の天然鉱石と、イオン置換補
助材料と、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔径を拡大する
多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と、を混合する混合工程から開始される（Ｓ１０１
）。
【００２６】
　上記天然多孔質鉱石としては、クリノプチロライト（ｃｌｉｎｏｐｔｉｌｏｌｉｔｅ）
、モルデナイト（ｍｏｒｄｅｎｉｔｅ）、輝沸石（ｈｅｕｌａｎｄｉｔｅ）、ステラ沸石
（ｓｔｅｌｌｅｒｉｔｅ）、エリオン沸石（ｅｒｉｏｎｉｔｅ）、雲母（イライトｉｌｌ
ｉｔｅ）、バーミキュライト（ｖｅｒｍｉｃｕｌｉｔｅ）、ベントナイト、モンモリロナ
イト（ｍｏｎｔｍｏｒｉｌｌｏｎｉｔｅ）、白雲母（モスコバイト、ｍｕｓｃｏｖｉｔｅ
）、クロライト（緑泥石）、セピオライト（Ｓｅｐｉｏｌｉｔｅ）の少なくとも１以上か
らなるものであるが、鉱石それぞれの特性を有効に引き出すために全種を入れることが好
ましい。
【００２７】
　またイオン置換材料の天然鉱石がアルミニウムの水酸化物であるギブサイト、イオン置
換補助材料がオパール（ｏｐａｌ）、結合強化材料がカオリン、多孔質孔径拡大材料が真
珠岩（パーライト、ｐｅｒｌｉｔｅ）であり、凝集補助材料が苦灰石（ドロマイト、ｄｏ
ｌｏｍｉｔｅ）を、それぞれ使用する。
【００２８】
　次に上記の混合工程（Ｓ１０１）を経て、１次温度（３７５℃～６００℃）で加熱され
る第一の加熱工程におかれる（Ｓ１０２）。この第一の加熱工程において、ギブサイトに
含まれる水酸化アルミニウムが天然多孔質鉱石に溶解してイオン置換することになる。イ
オン置換補助材料のオパール（ｏｐａｌ）は、マイナスイオンを発生し、イオン置換の補
助をする役割を有する。
【００２９】
　イオン置換を酸性領域で行うと、水素イオンが付加されＡｌ（ＯＨ２

＋）３の状態にな
り表面が正の電荷を帯びた水質改善処理剤となり、逆にアルカリを添加したアルカリ領域
ではＡｌＯ－となって負の電荷を帯びた水質改善処理剤となる。なお詳細は後述する。
【００３０】
　次に加熱温度を２次温度（１０００℃～１４７０℃）とする第二の加熱工程におかれる
（Ｓ１０３）。この２次温度での加熱により粘土鉱物がガラス化し結合強化や構造を強化
する。結合強化材料のカオリン（粘土鉱物、同質のカオリナイト「カオリン石」の使用も
可）は、粘土鉱物である６種のバーミキュライト、ベントナイト、モンモリロナイト、白
雲母、クロライト、セピオライトと同様に、２次温度で塑性したときにガラス化して上記
イオン置換の結合を強化する役割を有するものである。
【００３１】
　また２次温度で加熱したときに、多孔質孔径拡大材料の真珠岩（パーライト、ｐｅｒｌ
ｉｔｅ）が発泡し、多孔質構造の孔の径を広げる役割を果すことになる。なお凝集補助材
料の苦灰石（ドロマイト、ｄｏｌｏｍｉｔｅ）は、水質改善処理剤として水中に散布され
たときに濁質等との凝集効果を上げる材料である。
【００３２】
　次に２次温度での加熱処理を経てた後に、ナノパウダー状態に粉砕する（Ｓ１０４）。
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これは２次温度で塑性することからその一部多孔質が結合する現象が見られるため、粉砕
処理によりイオン置換を効果高めるものである。
【００３３】
　なお水質改善処理剤の適用対象等や目的に応じて、陽イオン又は陰イオンで置換しても
よい（Ｓ１０５、Ｓ１０６）。例えば水質改善処理剤が正に荷電しているときに、吸着、
凝集させる対象も「正」に荷電しているときは、再度イオン置換して水質改善処理剤を負
に荷電させる。
【００３４】
　製造された水質改善処理剤（Ｓ１０７）は、湖沼等に散布されると、荷電されている濁
質等を吸着、凝集して沈降する。そして拡径された多孔質はバクテリアが利用することが
できるので、凝集沈降後に多孔質が環境中のバクテリアの住居となり、濁質等は分解処理
され、水底のヘドロ化防止される。
【００３５】
　次に天然多孔質鉱石がイオン置換されてから、濁質等を吸着、凝集する経過を概念図に
より説明する。
【００３６】
　図２（ａ）に示すように、イオン置換材料のギブサイトに含まれる水酸化アルミニウム
１１「Ａｌ（ＯＨ）３」は、酸性領域に置かれることで、水素イオンＨ＋が付加されてＡ
ｌ（ＯＨ２

＋）３の状態になり易い。図２（ａ）ではＡｌの周囲にＯＨ２
＋が３個配置さ

れた状態となっている。
なお本実施形態では酸性領域でのイオン置換としてあるが、逆にアルカリを添加したアル
カリ領域ではＨ＋が水酸基ＯＨ－と結合してしまうので、ＡｌＯ－となって負の電荷を帯
びた状態となる。
【００３７】
　図２（ｂ）は、天然多孔質鉱石の粒子（粉末）１２が負電荷を帯びた永久荷電の状態を
示している概念図である。天然多孔質鉱石の構成中のＳｉ４＋がＡｌ３＋やＦｅ３＋に置
き換わることがあり、このとき天然多孔質鉱石は構造的に「マイナス（－）」の電荷を帯
びることになるものである（「永久荷電」と呼ばれる）。
【００３８】
　図２（ｃ）に示すように、図２（ａ）の水酸化アルミニウム１１を、図２（ｂ）の永久
荷電の状態にある天然多孔質鉱石の粒子１２とイオン置換を行うことで、正に荷電した天
燃多孔質鉱石の粒子１３が生じることになる。
【００３９】
　図３（ａ）は濁水中の濁質粒子１５を示すもので、濁質粒子１５は非常に軽いため沈降
しにくいものであり、また負に荷電しているため、反発力によりファンデルワールス（分
子間力）が働かないので凝集することがない状態となっている。
【００４０】
　図３（ｂ）は、濁水中に図２（ｃ）の正に荷電した天燃多孔質鉱石の粒子１３を投入し
たときの状態を示すもので、負に荷電した濁質粒子１５は、正に荷電した天燃多孔質鉱石
の粒子１３に吸着、凝集される。
【００４１】
　図４に示すように、濁質粒子１５を吸着、凝集した天燃多孔質鉱石の粒子１３は繋がっ
て、非常に大きなかたまりとなり、その自重により沈降することになる。
【００４２】
　本発明に係る水質改善処理剤は、上記図２～図４で説明した濁質等の吸着、凝集の原理
をさらに改良向上させるとともに、沈降後の濁質等のヘドロ化防止をも加味したものであ
る。すなわち、永久荷電を持つ天然多孔質鉱石の粉末と、イオン置換材料の天然鉱石と、
イオン置換補助材料と、各鉱石材料を結合する結合強化材料と、前記天然多孔質鉱石の孔
径を拡大する多孔質孔径拡大材料と、凝集補助材料と、を混合し、温度の異なる２以上の
加熱工程を経て生成される、表面が荷電された水質改善処理剤であるため、イオン置換と
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迅速に行うことができる。
【００４３】
　また天然多孔質鉱石は、多孔質孔径拡大材料により孔径が大きくなるので、凝集沈降後
に多孔質は環境中のバクテリアの住居となり、凝集沈降された濁質等が分解処理されるの
で水底でヘドロ化することが防止され、湖沼等の底質改善につながることになる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明に係る水質改善処理剤の製造方法の一実施形態の工程図。
【図２】天然多孔質鉱石がイオン置換される手順を示す概念図であり、（ａ）は水酸化ア
ルミニウムの水酸基がイオン化した概念図、（ｂ）は天然多孔質鉱石の永久荷電を示す概
念図、（ｃ）はイオン置換された天然多孔質鉱石粒子の概念図。
【図３】濁水中の状態を示す概念図であり、（ａ）は負の荷電状態となっている濁質を示
す概念図、（ｂ）はイオン置換された天然多孔質鉱石粉粒子とその周囲に吸着された濁質
の概念図。
【図４】イオン置換された天然多孔質鉱石粉粒子とその周囲に吸着された濁質が凝集した
状態を示す概念図。
【符号の説明】
【００４５】
　１１　　水酸化アルミニウム
　１２　　天然多孔質鉱石の粒子
　１３　　正に荷電した天燃多孔質鉱石の粒子
　１５　　濁質粒子
 

【図１】
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